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３． 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本研究チームは、研究代表者の強いリーダーシップのもと、７グループの特徴を活かし

た研究体制で、植物脂質代謝研究の最先端の知見を最先端ゲノムインフォマティクス研究

と融合することで、藻類脂質生産機構解明と脂質高生産系の構築を目指し、極めて良好な

成果を得ている。 

優れた研究成果としては、植物と藻類のゲノム情報を繋ぐ重要なモデル藻類である車軸

藻植物門 Klebsormidium flaccidumの初めてのゲノム解読とゲノム情報データベースの構

築、代謝情報データベースの構築、また、シアノバクテリアにおいて、グルコ脂質を異性

化してガラクト脂質に変換する酵素の遺伝子を、バイオインフォマティクスの活用により

発見し、この遺伝子の破壊により、酸素発生型光合成にはガラクト脂質が必要ではないこ

とを証明した。さらには、藻類研究の基盤プラットフォーム構築の一環として、微細藻類

遺伝子共発現データベースを構築した。 

その他、国際連携や企業との連携を実施するとともに、特許出願などにも積極的に取り

組んでおり評価できる。また、本領域が「さきがけ」とのハイブリッド領域である特徴も

活かし、領域内の他の研究者、さきがけ研究者との連携を深め、研究を相乗的、加速的に

進めた点も評価される。今後は、実用化に向けた、研究成果の統合化等の取り組みの進展

にも期待している。 

 

A  優れている 


